
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇◆会員の皆様からの声◆◇ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

◇◆利用会員さまへのお願い◆◇ 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「カ バイ」通信は、8 月、１１月、２月、５月の 15 日に発行しますので、ホームページからご覧下さい。（http://www.ai-port.jp/） 

尚、ご覧頂けない場合は、ＦＡＸ又はご郵送いたしますので、お手数ですがお電話にて事務局までお知らせ下さい。 

 2009 年５月１5 日 

 特定非営利活動法人あい・ぽーとステーション発行 

代表理事：大日向 雅美・新澤 誠治 

住 所：〒107-0062       

東京都港区南青山 2-25-1 

電 話：０３－５７８５－１５７７  

ＦＡＸ：０３－５７８６－３２６４  

 

子育て・家族支援者養成講座事務局 

（副施設長 池田） 

「カ バイ通信」は、２月・５月・８月・11 月との 15 

日に発行します。ホームページから、ご覧になれます。 

http://www.ai-port.jp/ 

港区派遣型一時保育・育児支援家庭訪問 

あい・ぽーと子育てサポート事業 

利用会員の皆様へ 

カ バイ 通信 第 12 号  
 

 

 
「カ バイ」とは、ニュージーランドのマオリ語で「ありがとう」とい
う意味です。この事業は、ニュージーランドのプレイセンターの活動に
学ぶ面もあって、マオリ語を用いました。 

 

・ 週１回２時間、温かく子どもを見守っていただいて

います。親が気付かない子どもの力を A さんに教え

られることが多く、成長を一緒に喜び、病気のとき

は心配して下さる A さんの存在は心強く、大変感謝

しております。         （坪井さんより） 

・ 平日の朝、子ども（２歳、３歳）の朝の支度と保育園

の送りをお願いしてほぼ１年になります。いつもこち

らの意図をよく汲んでくださり、そして辛いときには

やさしく話を聞いていただくこともあり、本当に支援

会員さんに頼りっぱなしの毎日です。感謝の念は書き

きれません！          （植村さんより） 

～ 利 用 会 員  よ り ～ 

 

・ 出会って４ヶ月。もうすぐ歩けるようになるか

な？どんどん成長してゆく姿。可愛い仕草。満

面の笑顔。楽しみが一杯です。「いつも感謝して

います」と言ってくださる利用者さん。でも一

番癒されているのは私かもしれません。 

（八尋さんより） 

・ 生まれてすぐの双子ちゃん。５ヶ月のお子さん。

保育園に通う元気な兄妹。などなどたくさんの

お子さんとお母様に出会い、一緒に悩んだり喜

んだりできる事が元気の源です。サポートする

喜びを感じています。 

（佐藤さんより） 

～ 支 援 会 員  よ り ～ 

保育記録用紙の記入について 

保育記録用紙は支援会員がお子さんの様子を知り、安全な保育を行うために必要なものです。必ず全項目をご

記入のうえ、保育前に支援会員にお渡し下さい。（お迎えからの依頼など、利用会員が活動前の支援会員に直接手

渡せない場合は、子どもの荷物に入れておくなど、予め支援会員とご相談下さい。） 

 

事前打合せの結果報告について 

支援会員と事前打合せをされましたら、一週間以内に事務局へ結果報告をして下さい。この報告がないと利用

しないものとみなし、支援会員に他の利用会員を紹介することもありますので、必ずご連絡をお願い致します。

（事前打合せ後一週間以上経った方でも、結果報告がまだの方は至急ご連絡下さい。） 

 

活動報告書のフォームが変わります 

活動終了時に支援会員が記入し、月末にお渡ししています「活動報告書」のフォームが変わります。新しい「活

動報告書」には、毎回の活動後、支援者の領収印と合わせて、利用会員様からもサインをいただくことになりま

した。ご協力をお願い致します。（※今までのフォームもお使いいただけます。） 

 
 

事務局体制について 

事務局スタッフとして、塩澤にかわり 東
ひがし

が新しく加わりました。大日向施設長のもと、池田、小貫、東、 

松本（春美）で、皆様のニーズに添うよう努めてまいりたいと存じます。 

今後ともどうぞ、よろしくお願いいたします。 


